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「
考
訂
や
ま
と
詞
」

関

場

武

今
を
去
る
こ
と
三
十
年
前
、
櫓
谷
先
生
に
は
国
文
学
演
習
で
近
松
の
「
曽
根
崎
心
中
」
を
お
習
い
し
た
。
た
し
か
初
め
て
三
田

で
国
文
学
専
攻
の
授
業
を
持
た
れ
た
時
で
、
小
生
も
先
生
も
ず
っ
と
若
か
っ
た
。
毎
週
毎
週
、
近
松
の
作
品
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の

提
出
、
毎
時
間
、
何
回
か
繰
り
返
さ
れ
る
質
問
の
紙
椴
爆
撃
は
辛
か
っ
た
が
、
調
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
と
面
白
き
を
教
え
て
頂
い

た
。
そ
し
て
何
よ
り
有
難
い
こ
と
に
、
勉
強
す
る
こ
と
に
対
し
弾
み
を
つ
け
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
先

生
の
還
暦
記
念
論
文
集
・
近
世
篇
（
昭
臼
・
ロ
）
に
提
出
申
し
上
げ
た
「
意
見
早
引
大
善
節
用
」
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
諸
般
の

事
情
か
ら
ま
た
手
近
の
資
料
を
使
つ
て
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
何
卒
御
寛
恕
の
程
を
。

近
世
初
頭
か
ら
後
期
に
至
る
ま
で
版
を
重
ね
て
行
っ
た
小
冊
子
に
「
大
和
言
葉
」
、
「
大
和
詞
大
成
」
等
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。
同
書
は

あ
き
つ
し
ま
と
ハ

同
わ
か
て
う
の
事
也
、
も
ろ
こ
し
と
は

か
ら
こ
く
を
い
ふ
：
：
：
ゆ
ふ

に
つ
ほ
ん
の
名
な
り

日
の
も
と
と
は

つ
け
と
り
と
ハ

あ
か
ぬ
わ
か
れ
か
な
し
き
事
、
し
か
ふ
す
の
べ
と
は

あ
か
っ
き

き
み
と
ね
ハ
や
と
の
事
也

た
ま
く
し
け
と
ハ
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「考訂やまと詞」巻頭（ 2 ウ・ 3 オ）

の
事
也
（
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
・
無
刊
記
本
）

一
、
い
ま
ち
月
と
ハ

十
八
夜
を
い
ふ

J、

一
、
い
も
せ
と
ハ

、
っ
ふ
歩
」
い
ふ
一
、
い
な
な
き
と
ハ

い
な
か
を
い
ふ

す
り
は
り
山
と
ハ

か
な
わ
ぬ
心
を
い
ふ
也

一
、
す
み
か
ま

と
ノ＼

」
が
る
、
を
い
ふ

」
／
＼
〉
」
リ

一
、
す
、
し
き
道
と
ハ

く
せ
か
い
を
云
（
延
宝
九
年
八
月
松
舎
版
）

等
と
、
あ
る
も
の
は
任
意
に
、
あ
る
も
の
は
イ
ロ
ハ
分
け
に
、
ま
た

部
類
別
に
「
和
豆
町
誹
譜
の
便
と
な
る
艶
詞
」
を
集
め
解
説
し
た
も
の

わ
か
れ
ん
は
い
し
ょ

（
享
保
十
一
年
菱
屋
版
後
印
本
・
巻
末
広
告
）
で
、
「
和
歌
連
誹
の
初

が
く
い
ち
じ
よ
な
げ
ん
じ

い

せ

な
も
の

が
た
り
か

し
ょ

学
の
一
助
と
成
し
、
源
氏
・
伊
勢
、
名
に
し
あ
ふ
物
語
の
寄
書
を
見

は
な
ハ
だ
や
す

ん
に
甚
き
と
し
安
」
（
同
・
明
治
十
七
年
求
板
本
見
返
し
）
き
も
の
と -26-

し
て
責
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

。

見
出
し
語
数
は
本
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
少
な
い
も
の
で
一
二
七
語
、
多
い
も
の
で
八
一
二
語
。
二
七

七
、
八
の
も
の
も
通
行
す
る
。
と
も
あ
れ
、
本
書
は
、
簡
便
な
歌
語

連
俳
用
語
辞
典
、
雅
語
辞
典
と
し
て
使
わ
れ
だ
も
の
の
よ
う
で
、
末

に
「
恋
の
詞
付
合
」
（
五
二
項
）
や
「
世
話
字
尽
（
世
話
字
撰
集
）
」
（
三

四
八
字
）
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
り
、
往
来
物
の
頭
書
・
付
録
に
収



め
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
残
存
す
る
伝
本
は
少
な
く
な
い
。
諸
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
加
藤
定
彦
氏
の
報
告
（
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古
俳

譜
編
幻
〈
昭
日
・
9

〉
）
や
真
下
三
郎
氏
の
論
（
橋
本
博
士
還
暦
記
念
「
国
語
学
論
集
」
等
所
収
）
が
あ
る
が
、
未
だ
整
理
し
き
れ
ぬ
点
が
多

い
。
今
回
こ
こ
に
翻
刻
・
紹
介
す
る
の
は
、
貞
享
元
ご
六
八
四
）
年
の
原
版
に
、
弄
花
翁
が
考
訂
を
加
え
、
柳
亭
種
彦
が
閲
し
序
を
与
え
、

天
保
二
辛
卯
（
一
八
三
ご
年
孟
春
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
種
彦
の
序
は
天
保
壬
辰
（
三
年
）
一
万
旦
と
な
っ
て
お
り
、
刊
行
時
期

に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
。
ま
ず
底
本
に
し
た
丹
津
文
庫
本
の
書
型
の
概
要
を
記
す
。

中
本
一
冊
。
鴬
緑
色
無
地
表
紙
。
竪
一
八
・
二
、
横
一
二
・
四
糎
。

題
策

表
紙
左
肩
。
下
方
に
鶴
喜
の
舞
鶴
の
商
標
の
あ
る
短
冊
形
白
紙
、
飾
り
枠
内
に
「
大
和
詞
重
訂
」
と
大
字
で
記
す
。
竪
二
二
・
八
、

横
三
・
九
糎
。

前
見
返
し

や
ま
と
こ
と
ば

重
郭
付
白
紙
。
右
上
に
飾
り
櫓
扇
が
あ
り
下
っ
て
い
る
房
の
聞
に
「
大
和
詞
」
と
出
し
、
下
方
に
「
仙
鶴
堂
梓
」
と
右
か
ら
記-27 

す
。
ま
た
、
左
上
に
「
辛
卯
孟
春
再
板
／
柳
亭
閲
並
序
／
弄
花
翁
考
訂
と
あ
り
、
左
下
に
島
台
の
上
に
立
つ
鶴
の
姿
を
描
く
。
こ
こ
で

一
言
う
「
再
板
」
と
は
、
刊
記
に
あ
る
よ
う
に
貞
享
元
年
の
原
板
に
対
す
る
天
保
二
年
辛
卯
孟
春
の
再
板
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

序
題

考
訂
大
和
詞
序
」
。
末
に
「
天
保
壬
辰
元
旦
柳
亭
種
彦
古
書
」
と
ア
リ
。
天
保
壬
辰
は
三
年
の
こ
と
で
あ
り
、
刊
記
や
前
見
返
し
の
年

記
よ
り
一
年
後
の
も
の
で
あ
る
。

内
題

考
訂
や
ま
と
調
」
。
尾
題

大
和
詞
羊
」
。

書
林
並
地
本
錦
絵
問
丸
東
都
通
油
町

終
了
オ
本
文
末
左
方
に
「
開
園
貞
享
元
年
子
三
月
吉
日
／
再
刻
天
保
二
年
辛
卯
孟
春
／
仙
窪
堂
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
」

HHd

->干
→
一
－
5

版
dし、

白
口
。
上
方
に
界
線
を
置
き
そ
の
下
に
「
大
和
」
と
書
名
を
記
し
、
下
部
に
丁
付
。
丁
付

口
ノ
一

i

二
、
壱
l

十
一
。
終
丁
に
は

ナ
シ
。
丁
数

一
三
丁
半
。
（
前
見
返
し
）
＋
（
序
・
前
付
）
二
十
（
本
文
）
一
一
丁
半
。
終
丁
は
後
見
返
し
に
貼
付
。
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特
称
み
ん
和
害
義

一
い
ま
ち
用
と
ハ

o
十
八
－
夜
ピ
ワ
A
f

一w
o
e
t
ハ

e

夫
ぬ
γ
ス

示
な
多
管
ハ
。
ぃ
？
冬
ユ

一P
ろ
f
t

ハ
か

5
5
ω
A
h
z

ポ
ワ
？
l

ハ
ヒ
ハ

3
4－
て
今
〉
す
のμ
7（
の

一
？
く
の
努
t

ハ

o
た
の
P
、
心
、4
6
Y
エ

一
い
守J
ん
仙
の
用
入
、
o
十
点
ハ
H
の
日
川Y
W
A

一
の
ハ
1
1
t

ハ

o
令
4
9
1
A
Z
J
Y

ユ
』

挿
画

享保11年版巻頭（ 7 ウ・ 8 オ）

匡
郭

備
考

図 2

行
数

（
本
文
）
毎
半
葉
一
四
行
、（
序
）
九
行
で
、
他
は
不
等
。

字
数

不

等
。

振
り
仮
名
、
濁
点
あ
り

。

本
文
一
ウ
・
二
オ
に
見
開
き
図
が
あ
る
他
、
前
付
、
頭
書
一
O
ヶ
所

に
挿
し
絵
あ
り

。

絵
師
は
、
本
文
一
ウ
見
聞
き
図
右
下
方
に
ご
勇

斎
／
園
芳
画
」
と
あ
る
通
り
歌
川
園
芳
。

本
文
部
分
は
四
周
単
辺

竪
一
五
・
三
五
、
横
一
0

・
五
糎。

本
文

一
オ
、
二
ウ
j

一
O
オ
に
は
頭
書
欄
ア
リ。

ま
た
、
序
、
前
付
ウ
は

飾
り
枠
付
、
前
付
オ
は
子
持
ち
枠
付。
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原
装
な
れ
ど
手
ズ
レ
等
少
し
あ
り

。

刊
記
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
貞
享
元
年
版
を
基
に
し
評
注
を
加
え
た
も

げ
ん
は
ん

の
で
あ
る

。

集
中
、
「
原
板
に
」
と
あ
る
所
が
一
ヶ
所
、
「
原
板
に
」
が
七
ヶ

ぜ
ん
は
ん

所
、
「
元
板
に
」
と
「
前
板
に
」
が
各
二
、
「
前
板
に
」
云
々
が
一
ヶ
所
あ
る

。

そ
し
て
「
原
板
に
か
く
あ
り
」
（
一
七
九
・
つ
ま
木
頭
書

〈
数
字
は
私
に

付
し
た
項
目
番
号

。

以
下
同
〉
）、
「
元
板
此
寄
を
引
り
」つ
二
0

・
の
き
ば



は
必
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マ
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功
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ス
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．ー

I i官
ミ
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は
や
」
－
一
高
め

和
ノ
寸
、
ど
、
ち
昨
必

λ
ノ

W
J〉
i
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：会
l会
！~ ~~ 

~ 1-
訟；，
放：

キ骨
‘ 肖

' 

ノ・

:I. 

‘ 一
i;;.;;. 

の
草

頭
書
）
と
い
っ
た
具
合
に

た
、
、
、
原
版
を
引
い
て
い
る
所
と

原
板
に
す
み
よ
し
の
浦
を
い
ふ
と
あ
る
ハ
こ
、
ろ
え
が
た
き
こ
と
な
が

ら
、
私
に
あ
ら
た
め
ず
（
一
四
五
・
わ
だ
つ
み

頭
書
）

原
板
に
此
寄
を
引
く
、
よ
そ
に
見
て
す
ぐ
る
を
い
ふ
と
ハ
、
あ
ま
り
な

享保11年版前付け（ 3 ウ ・ 4 オ）

る
あ
や
ま
り
ゆ
ゑ
、
あ
ら
た
む

（
一
五
三
・
み
ね
の
白
雲
同

前
板
に
い
な
舟
と
ハ
し
げ
き
思
ひ
を
い
ふ
と
あ
り
、
舟
の
の
ぼ
り
く
だ

り
し
げ
き
た
と
へ
か
、
不
審
（
二

O
三
・
い
な
ぶ
ね

同
）

等
と
批
判
し
た
り
不
審
を
投
げ
か
け
て
い
る
箇
所
が
あ
る。

項
目
数
は
二
二

-29-

六
。
そ
れ
に
対
し
約
四
分
の
一
の
五
五
項
に
注
を
付
し
て
い
る。

す
な
わ
ち
、

ひ
の
も
と

日
本
園
な
り
、
も
ろ
こ
し
漢
土
な
り
、
あ
づ
ま
ぢ

「
あ
き
つ
し
ま
ト
ハ

か
な
ハ
ぬ
事
を
い
ふ

と
う
ご
く
を
い
ふ
」
j

「
す
り
ば
り
山

東
図

。

ふ
じ

図 3

た
え
ぬ
お
も
ひ
を
い
ふ
、
ま
つ
ふ
く
風

ま
で
の
一
二
四
項
が
前
に
あ
り
、
次
い
で

か
ぜ
ん
は
ん
ふ
し
ん
て
、
つ
／
＼
し
る
し

以
下
ハ
前
板
に
見
え
て
、
こ
と
に
不
審
の
条
：
な
り
、
O
マ
ル
の
目
安
を

ぞ
う
ち
う

つ
け
た
る
ハ
翁
が
増
注
と
見
給
ふ
べ
し

の
け
ぶ
り

か
し
ま
し
き
を
い
ふ
」

と
し
て
、
「
う
つ
〉
こ
、
ろ
」
、
「
か
げ
ろ
ふ
」
、
「は
ま
ち
ど
り
」
i

「
き
を
し

か
」
、
「
ま
す
ら
を
」
、
「
お
に
の
し
こ
草
」
の
一
二
項
分
に
つ
き
、
各
々
批
注



を
加
え
て
い
る
。
本
書
の
原
板
と
な
っ
た
貞
享
版
は
未
見
で
あ
る
が
、
そ
の
元
版
は
、
イ
ロ
ハ
順
で
は
な
く
、
寛
永
頃
か
と
言
わ
れ
る
古
活

字
版
や
無
刊
記
整
板
本
に
始
ま
る
任
意
に
項
目
を
配
し
て
行
く
系
統
の
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
但
し
こ
の
「
考
訂
や
ま
と
詞
」
が
、

そ
れ
を
忠
実
に
追
っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
貞
享
版
を
目
賭
す
る
ま
で
後
考
を
侯
ち
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
前
付
に
は
、
冊
子
の
綴
じ
方
や
書
き
出
し
様
、
某
や
書
挟
に
つ
い
て
図
入
り
で
説
明
し
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
色
紙
・

短
冊
の
書
き
様
は
元
禄
以
降
の
節
用
集
の
前
付
や
往
来
物
の
付
録
等
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
特
筆
す
る
に
は
値
し
な
い
か
も
し
れ
ぬ

カf

こ
の
「
考
訂
や
ま
と
詞
」
の
そ
れ
は
、
享
保
十

こ
七
二
六
）
年
八
月
に
永
原
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
イ
ロ
ハ
分
け
の
大
和
言
葉
集
「
増

補
大
和
言
葉
」
の
前
付
に
示
唆
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
同
書
は
後
に
書
型
を
示
す
よ
う
に
、
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
年
に
至
る

ま
で
何
回
か
版
刷
を
重
ね
て
行
く
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
付
に
、
集
の
書
ゃ
う
の
事
、
懐
紙
・
短
冊
の
書
様
の
事
が
図
入
り
で
三
丁
に
亙
っ

て
記
き
れ
、
末
に
「
右
寄
道
之
式
ハ
、
あ
る
人
の
書
を
か
れ
し
を
、
今
世
に
ち
り
ば
む
の
み
駄
／
子
時
／
享
保
十
二
丁
未
年
正
月
吉
日
」
と
留

め
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
本
書
は
或
い
は
そ
れ
を
享
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
大
和
言
葉
の
集
に
於
け
る
色
紙
短
冊
す
法

-30-

に
関
す
る
記
事
は
、
折
本
で
部
門
分
け
と
い
う
特
異
な
形
態
を
有
つ
宝
暦
二

（
一
七
五
二
）
年
版
の
「
増
補
大
和
言
葉
」
に
も
あ
り
、
本
書

の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
し
か
し
、
流
布
し
た
度
合
か
ら
し
て
本
書
の
そ
れ
が
こ
の
「
考
訂
や
ま
と
詞
」
の
、
檎
師
一
一
勇
斎
国
芳
を
も
含
め

た
関
係
者
の
眼
に
と
ま
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。
こ
れ
以
上
徒
ら
に
推
論
を
積
み
重
ね
る
こ
と
は
避
け
、
こ
れ
も
後
考
を
侯
つ
こ
と
と
し
た

い
。
（
図
版1
お
よ
ぴ
3

参
照
）
因
に
、
そ
の
享
保
十
一
年
八
月
版
系
統
の
諸
本
を
あ
げ
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

増
補
大
和
言
葉
」
。
付
録
は
各
々

終
丁
ウ
「
世
話
字
尽
」
末
左
方
に
「
享
保
十
一
丙
午
年
八
月
吉
日
校
正
／
京
高
辻

通
柳
馬
場
東
入
ル
町
永
原
屋
孫
兵
衛
板
」
と
あ
り
。
ま
た
、
後
見
返
し
匡
郭
内
に
、
上
に
大
き
く
「
古
筆
類
」
と
右
横
書
き
に
出
し
、
界

【A
】
小
本
一
冊
。
題
策

や
ま
と
詞
大
成
」
。
序
題

や
ま
と
詞
之
序
（
久
柴
山
人
書
）
」
。
内
題

「
恋
の
詞

付
合
」
、
「
世
話
字
尽
」
と
題
す
。
刊
記



げ
ん
き
ん

線
を
置
い
て
下
に
「
現
銀
や
す
う
り
か
け
も
の
る
い
し
き
し
た
ん
さ
く
し
よ
か
く
た
う
ひ
っ
か
き
ほ
ん

安
責
／
掛
物
類
／
色
紙
短
冊
／
諸
額
類
／
唐
筆
類
／
書
本
類
」
と
記
し
更
に
界
線
を
置
い
て
下
に
「
品
々

有
」
と
右
か
ら
記
す
。
版
心

白
口

下
方
に
丁
付
の
み
。
丁
付

（
序
）
序
一l
二
、
（
前
付
）
丁
付
は
各
丁
裏
ノ
ド
側
匡
郭
左
下
小

枠
内

一
1

五
。
（
本
文
）企
二
1

四
十
八

四
十
九
五
十

五
十
一
j

六
十
五
終
。
丁
数

全
七
O
丁
。
（
序
）
一
一
＋前
付
）
五
十

（
本
文
）
六
三
丁
。
匡
郭

ニ
周
単
辺
。
版
心
側
に
は
ナ
シ
。
行
数
本
文
は
一
O
行
。

備
考

冒
頭
久
柴
山
人
の
序
は
次
の
通
り
。

あ
め
っ
ち
こ

そ
れ
寄
ハ
天
地
い
ま
だ
ひ
ら
け
ざ
る
時
よ
り
出
来
し
と
か
や
、
き
れ
ば
、
青
き
を
ふ
み
て
よ
ろ
こ
ぶ
野
遁
の
鷺
、
黄
ば
み
落
る
を

ご
り
し
き
し
ま
ち
は
や
ふ
る
か
み
よ
わ
さ
を
き
わ
さ
こ
と

お
し
む
谷
の
跡
も
ち
、
い
づ
れ
か
敷
罵
の
道
し
る
べ
な
ら
ざ
ら
ん
、
千
早
振
神
代
の
俳
優
ハ
、
人
の
世
に
を
よ
ん
で
俳
諸
に
つ
ら

こ
の

ね
、
き
か
ん
に
た
の
し
み
も
て
あ
そ
べ
り
、
是
を
好
め
る
う
な
ひ
子
の
た
よ
り
と
も
な
り
ね
か
し
と
、
中
村
氏
冨
丸
が
心
を
よ
す

ま
あ
っ
す
て
ほ
ゐ

る
波
の
聞
に
／
＼
ひ
ろ
い
集
め
を
き
し
玉
を
、
か
い
や
り
捨
ん
も
此
道
の
本
意
に
あ
ら
ぎ
れ
パ
と
て
、
あ
づ
き
に
ち
り
ば
め
ん
と

こ
の
も
か
の
も

す
る
に
、
な
を
つ
く
ば
山
の
し
げ
き
こ
と
の
葉
な
れ
ば
、
此
面
彼
面
に
し
り
が
た
く
、
岩
瀬
の
森
の
い
は
れ
ぬ
た
く
ひ
ハ
、
も
り

あ
み
の
ペ

な
が
ら
編
な
し
て
、
や
ま
と
こ
と
葉
と
名
づ
く
、
こ
の
お
も
む
き
を
、
や
っ
か
れ
に
い
き
、
か
述
よ
と
い
ふ
に
、

っ
た
な
す
ダ
り

て
、
拙
き
硯
を
な
ら
し
の
を
か
の
露
ば
か
り
筆
を
く
ハ
ふ
る
も
の
な
ら
し
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い
な
み
が
た
く

【B
イ
】
刊
記
の
書
蜂
名
部
分
が
「
寺
町
通
松
原
上
ル
町
菱
屋
治
兵
衛
板
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
。
「
校
正
」
の
二
字
ナ
シ
。
刷
り
A

よ
り
劣
る
。
【B
ロ
】B
イ
本
の
巻
末
に
「
恥
一
罫
略
目
録

京
寺
町
通
松
原
上
ル
町
北
ヨ
リ
／
書
林菱
屋
治
兵
衛
」
と
題
す
る
広
告
が
七
丁
分

付
い
て
い
る
も
の

（
末
に
「
尾
州
責
所

名
古
屋
本
町
九
丁
目
ひ
し
ゃ
久
兵
衛
」
と
ア
リ
）
。
｛

C

】
B

本
の
再
刻
。
刊
記

終
丁
ウ
に
「
享

保
十
一
丙
午
年
八
月
吉
日
元
板
／
寛
政
四
壬
子
年
菊
月
吉
日
再
刻
／
書
林
京
都
寺
町
通
松
原
上
ル
町
西
側
北
よ
り
菱
屋
治
兵
衛
板
」
と
記
す
。
終

ヨ
ハ
ナ
ラ
ハ
シ
マ
ン
ヘ
ン
コ
ハ
マ
ル
チ
ツ
ト
ハ
カ
リ

丁
ウ
を
奥
付
（
刊
記
）
部
分
に
仕
立
て
た
た
め
、
付
録
の
「
世
話
字
尽
」
は
半
丁
分
少
な
く
、
世
風
俗
、
満
遍1
強
直
、
屑
計
の
三
二



キ本 四
字
目
ま
で
で
終
っ
て
い
る
。
亀
田
文
庫
本
は
巻
末
に
菱
屋
治
兵
衛
の
「
劇
俳
猷
略
目
録
」
を
付
す
。
【

D

イ
】C
本
の
書
障
の
部
分
が
「
書

C

の
求
版
。
【D
ロ
｝D
イ
本
の
後
見
返
し
匡
郭
内
に
「
和
漢
書
籍
精

順
慶
町
心
斎
橋
通
り
柏
原
屋
清
右
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

選
設
免
／
大
野
木
賓
文
堂
（
印
）
／
大
阪
書
障
心
粛
橋
南
エ
萱
丁
目
秋
田
屋
市
兵
衛
」
と
あ
る
も
の
。
す
な
わ
ち
秋
田
屋
発
責
本
で
あ
る
。

【E
】
明
治
十
七
年
求
版
本
。
題
策

燕
脂
色
刷
り
白
紙
。
「
増
補
大
和
詞
大
成

上
」
、
「
増
補
や
ま
と
言
葉
下
」
。
上
巻
前
見
返
し

紅
色
地
紙
。
子
持
ち
枠
付
匡
郭
内
を
左
右
の
欄
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
し
て
竪
に
三
ツ
割
に
し
、

そ
う
ほ
う
一
（7
7
）
や
ま
と
こ
と
ハ
た
い
せ
い

「
増
補
大
和
詞
大
成
」
と
書
名
を
出
し
、
左
の
欄
に

こ
の
し
よ
あ
ら
た
ぞ
う
ほ
ニ
ル

7
k

く
あ
や
ま
〔
た
、
］
ひ
き
う
た
お
き
な
口
わ
か
れ
ん
は
い
し
ょ
が
く
い
ち
じ
よ
な
げ
ん
り
い
せ
な
も
の
が
た
り

此
書
ハ
新
に
増
補
し
、
悉
誤
り
を
正
し
、
引
耳
を
補
て
和
歌
連
誹
の
初
学
の
一
助
と
成
し
、
源
氏
・
伊
勢
名
に
し
あ
ふ
物
語
の

か
し
よ
は
な
ハ
だ
や
す
な
を
こ
い
こ
と
ハ
つ
け
あ
ひ
せ
わ
り
づ
く
し
つ
い
か
よ
ひ
ろ
む
も
の

寄
書
を
見
ん
に
甚
き
と
し
安
く
、
猶
恋
の
詞
付
合
井
世
話
字
毒
を
追
加
し
て
、
世
に
弘
る
者
な
ら
ん

右
に
松
・
竹
・
梅
の
絵
、
真
中
に

と
内
容
案
内
を
記
す
。
ま
た
上
欄
外
に
「
明
治
十
七
年
五
月
」
と
右
横
書
き
に
年
記
を
記
す
。
内
題

（
上
）
増
補
大
和
言
葉
」
、下
）
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増
補
大
和
詞
巻
之
下
序
図
」
。
こ
れ
は
享
保
版
の
前
付
け
五
丁
目
に
在
っ
た
絵
図
を
此
処
に
移
動
さ
せ
題
を
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

下
巻
終
丁
ウ
匡
郭
内
に
「
享
保
十
一
丙
午
年
八
月
土
口
日
元
版
／
明
治
十
七
甲
申

藤
井
利
八
板
（
陰
刻
印
「
泰
山
／
堂
」
）
。
右
下
ス
ミ
に
「
定
債
金
三
拾
銭
」

松
山
堂

大
和
詞
巻
之
上
終
」
（
下
巻
に
は
ナ
シ
）
）
。
刊
記

年
五
月
十
九
日
一
院
／
訴
は
一
回
一
語
一
鵡
馬
町
／
書
庫

の
小
型
長
方
朱
印
を
捺
す
。
版
心

尾
題

序
お
よ
び
前
付
け
に
は
何
も
ナ
シ
。
丁
付

〈
上
〉
（
序
）
版
心
に
在
っ
た
も
の
を
、
前
付
け
と
同

じ
様
に
各
丁
裏
ノ
ド
側
左
下
ス
ミ
匡
郭
利
用
の
小
枠
内
に
移
し
、

口
ノ

口
ノ
二
と
す
る
。

前
付
け
ご
i

三
。

四
は
削
る
。
ま
た

前
に
記
し
た
知
く
、
前
付
け
の
五
丁
目
を
下
巻
巻
頭
に
移
し
、
丁
付
は
削
っ
て
い
る
。

（
本
文
）
企
二
l

三
十
三
。
〈
下
〉
初
丁
に
は
ナ

、
ン
。（
本
文

企
三
十
四
i

四
十
八

四
十
九
五
十

五
十
一
i

六
十
五
終
。
丁
数

〈
上
〉
三
八
丁
〈
下
〉
三
二
丁
。

備
考

D

本
の
求
板
。
下
巻
D

本
の
本
文
丁
付
三
十
三
ウ
最
終
行
は
O
に
「
江
ゑ
」
の
陰
刻
の
イ
ロ
ハ
分
け
標
目
の
み
で
あ
る
が
、
本



書
は
そ
れ
を
下
巻
本
文
冒
頭
に
移
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
伴
い
、
三
十
四
オ
一
行
目
の

「
一
え
に
し
」
の
四
字
を
改
刻
し
て
や
冶

下
方
に
ず
ら
し
て
あ
る
。

【
翻
刻
】

一
、
底
本
に
忠
実
な
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
が
、
私
に
改
行
、
句
切
り
を
施
し
た
。
O

点
は
原
本
の
マ
、
で
あ
る
。

一
、
頭
書
部
分
は
二
字
下
げ
と
し
、
各
丁
表
・
裏
の
末
に
ま
と
め
て
記
し
た
。
頭
書
で
言
及
し
て
い
る
項
目
は
、

付
し
て
他
と
区
別
し
た
。
一
、
底
本
に
は
丹
津
文
庫
本
を
使
用
し
た
。

右
肩
に
＊
印
を

考
訂
大
和
調
序

き
う
ほ
ん
や
ま
と
こ
と
ぽ
な
に
ぴ
と
さ
く
し
い
ま
こ
れ
か
う
て
い
い
う
じ
ん
ろ
う
く
わ
を
う
を
う
こ
の
さ
う
し
い
ぶ
か
し
き
け
づ

奮
本
大
和
詞
ハ
何
人
の
作
な
る
事
を
知
ら
ず
、
今
是
を
考
訂
す
る
ハ
友
人
弄
花
翁
な
り
、
翁
予
に
い
へ
ら
く
、
此
冊
子
の
不
審
こ
と
を
削
り

み
だ
り
こ
と
ば
そ
ふ
あ
ら
た
し
ょ
っ
く
に
い
か
ん
た
ん
も
と
よ
り
こ
ど
も
て
あ
そ
び
み
く
に
ま
な
こ
ぷ
い
だ

漫
に
詞
を
添
る
と
き
ハ
、
新
に
書
を
作
る
に
似
た
り
、
如
何
せ
ん
と
嘆
ず
、
子
日
、
原
来
童
蒙
の
玩
弄
な
り
、
皇
園
学
ぴ
の
溜
を
出
し
、
た

む
し
ぷ
た
少
し
る
な
が
う
ち
ぎ
、
か
げ
ろ
ふ
い
な
づ
ま
つ
ゐ
く
む
し
こ
れ
む
か
し

と
は
ゾ
虫
の
部
を
正
し
か
は
ぴ
ら
こ
と
記
し
な
パ
、
な
ま
長
く
し
て
打
開
わ
ろ
し
、
鯖
蛤
ハ
稲
妻
と
封
句
の
や
う
に
て
虫
め
か
ず
、
是
が
往
古

は
た
お
り
も
の
し
り
つ
ず
た
タ
ひ
と
く
ち
こ
く

の
機
織
な
り
と
博
識
ぶ
り
に
綴
ら
ん
よ
り
、
て
ふ
ち
よ
・
と
ん
ぼ
や
き
り
作
＼
す
と
、
只
一
口
に
い
ふ
こ
そ
よ
け
れ
、
こ
と
に
此
書
、
彫
な

ひ
や
く
い
う
よ
ね
ん
す
ぎ
ぞ
く
う
た
か
う
し
ゃ
う
た
れ
こ
た

り
て
百
有
余
年
を
過
た
れ
パ
、
俗
に
っ
た
へ
し
え
し
れ
ぬ
歌
も
」
（
一
オ
）
又
考
証
と
す
る
に
足
り
と
、
い
け
ざ
う
き
な
く
答
へ
け
れ
パ
、

お
き
な
あ
き
ざ
し
そ
も
つ
か
ん
し
ゃ
く
う
た
あ
や
ま
す
こ
い
け
ん

翁
倒
れ
て
座
を
退
き
、
持
て
う
ま
れ
た
病
積
に
て
、
え
し
れ
た
歌
の
誤
り
ハ
そ
こ
ら
こ
冶
ら
を
あ
ら
た
め
し
が
、
少
し
く
お
の
れ
が
意
見
も

も
ち
ふ
し
ん
き
こ
こ
と
ぽ
き
こ
え
り
い
で
く
わ
ん
ぴ
つ
ら
ね
な
に
こ
ダ
と

用
ひ
、
不
審
な
が
ら
も
お
は
よ
そ
に
開
ゆ
る
詞
ハ
、
そ
れ
な
り
け
り
、
い
よ
／
＼
聞
え
ぬ
事
の
み
抄
出
、
巻
尾
に
連
て
ぽ
つ
／
＼
と
何
か
注
稗

か
、
，
ぎ
ら
す
っ
し
ょ
こ
れ
ど
う
じ
ち
く
ぱ
が
い
け
い
た
が
ま
、
う
ち
た
は
ぷ
す
こ

を
書
れ
た
れ
パ
、
ま
ん
更
捨
べ
き
書
に
も
あ
ら
ず
、
是
を
童
子
に
あ
た
へ
な
パ
、
竹
馬
芥
鶏
時
輪
廻
し
、
め
ん
て
う
打
の
戯
れ
よ
り
、
少
し
ハ

え
き
う
か
く
り
よ
ぷ
ん
ふ
で
く
ち
び
ゃ
う
し
け
さ
ざ
ふ
に
さ
ん
ば
い
き
げ
ん

益
を
得
る
事
あ
ら
ん
と
、
ま
じ
め
に
書
べ
き
序
文
き
へ
、
つ
ひ
筆
び
ゃ
う
し
口
拍
子
、
今
朝
の
雑
煮
の
三
杯
機
嫌
、
ご
め
ん
り
へ
た
わ
い
／
＼ -33-



天
保
壬
辰
元
旦

柳
亭
種
彦
古
書
」
（
一
ウ
）

や
ま
と
だ
け
の
み
こ
と

日
本
武
尊
、
ひ
た
か
日
の
高
み
の
国
よ
り

ひ
た
ち
か
ひ

常
陸
を
す
ぎ
甲
斐
に
い
た
り

さ
か
を
り
み
や

酒
折
の
宮
に
ま
し
ま
し
、
と
き

に
ひ
ば
り
つ
く
ば
を
す
ぎ
て
い
く
よ
か
ね
つ
る

と
、
っ
た
ひ
て
、
さ
ぶ
ら
ふ
人
に
と
は
せ
給
ひ
し
に
、
お
ん
こ
た
へ
を
せ
ざ
り
け
れ
バ
、

お
き
な

火
を
と
も
し
て
は
ん
べ
る
翁
ぞ
そ
の
す
ゑ
を
申
け
る

か
ゾ
な
へ
て
よ
に
ハ
こ
冶
の
よ
ひ
に
ハ
と
を
か
を

0

此
御
耳
、
古
事
記
に
ハ
。
ギ4
n
ソ
。

日
本
紀
に
ハ
。
ま
り
。
と
あ
り
、

ひ
た
ち
の
に
ひ
ば
り
つ
く
ば
と
い
ふ
地
の
名
を
、
手
ま
り
の
こ
と

い
く
よ
か
と
、
か
ず
の
字
を
し
も
に
お
き
て
、

え
ん
ご

給
ひ
し
な
り
、
お
き
な
も
、
手
ま
り
つ
く
か
ず
の
縁
語
を
と
り
て
御
こ
た
へ
ま
う
し
、
な
り
、
か
ゾ
な
へ
て
ハ
か
ぞ
へ
て
な
り
、
か
ぞ
へ
て

こ
〉
の
よ
一
二
三
四

み
れ
パ
、
夜
ハ
九
夜
日
ハ
十
日
な
り
と
い
へ
る
な
り
、
手
ま
り
つ
く
に
、
ひ
ふ
み
よ
と
い
へ
る
ハ
、
ふ
る
き
世
よ
り
の
こ
と
な
る
べ
し
と
、

に
よ
そ
へ

に
ひ
ま
り
を
つ
く
と
い
ひ
か
け

つ
く
ば
を
す
ぎ
て
い
く
夜
か
媒
た
る
と
と
ひ
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荷
田
の
う
し
の
説
な
り
」
（
二
オ
）

双
子
を
と
ぢ
、
げ
だ
い
を
は
る
に
、
く
さ
作
＼
の
こ
、
ろ
え
あ
る
こ
と
、
き
け
り
、

ま
づ
此
さ
う
し
の
ご
と
く
、
糸
を
あ
ら
は
に
し
て
と

づ
る
ハ
、
漢
土
を
ま
な
び
し
な
り
、
す
み
の
糸
を
二
重
に
か
く
る
ハ
明
朝
と
ぢ
と
い
ふ
と
ぞ
、
今
は
い
か
い
の
く
わ
い
し
と
い
ふ
も
の
、
と

ぢ
ゃ
う
こ
そ
日
本
の
風
な
れ
、

」
れ
に
も
や
ま
と
と
ぢ
・
鴬
と
ぢ
な
ん
ど
い
ひ
て

か
は
り
め
あ
り

さ
う
し
切
形
の
す
法
、
た
と
は
ゾ
、

よ
こ
か
ね
ぎ
し
五
す
な
ら
パ
た
て
唐
尺
五
す
也
、
唐
尺
な
き
と
き
ハ
、

五
す
を
四
角
に
と
り
て
、
す
の

す
み
ち
が
ひ
の
長
さ
を
た
て
の
寸
法
と
す
べ
し

O

唐
本
形
ハ
こ
れ
に
よ
こ
五
寸
の
三
ッ
わ
り
一
寸
六
分
余
を
加
へ
て
、

た
て
な
が
に
製
す

~ 

し



（
一
丁
ウ
ラ
）

（
図
）
此
と
こ
ろ
よ
り
か
き
い
だ
し
た
る
き
う
し
ハ
、ま
ん
中
へ
げ
だ
い
を
は
る
が
ふ
る
き
れ
い
な
り

（
一
丁
オ
モ
テ
）

此
と
こ
ろ
よ
り
か
き
い

だ
し
た
る
さ
う
し
ハ
、
げ
だ
い
を
ひ
だ
り
へ
よ
せ
て
は
る
べ
し

（
図
）
み
ん
て
、
フ
と
ぢ

此
は
す
の
寸
を
た
て
の
す
法
と
す
べ
し

吉
野
山
ニ
そ
の
柴
折
の
道
か
へ
て

ま
た
見
ぬ
か
た
の
花
を
た
づ
ね
ん し
を
り
あ
る
ひ
ハ
ふ
ん
は
さ
み
を
は
さ
む
べ
し

ふ
ん
は
さ
み

（
図
・
ふ
ん
は
き
み
）
書
挟
長
サ
三
す
ば
か
り
、

（
図
・
し
を
り
）

よ
み
か
け
た
る
し
る
し
に
、

き
う
し
の
か
み
を
を
る
こ
と
な
か
れ
、

か
み
に

図
し
た
る
ふ
ん
は
さ
み
ハ
、
う
す
き
か
ね
に
て
っ
く
り
、
よ
み
か
け
し
き
う
し
へ
は
さ
む
も
の
に
て
、
し
を
り
の
た
ぐ
ひ
な
り
」
（
ニ
ウ
）

考
訂
や
ま
と
詞

＊
あ
き
つ
し
ま
ト
ハ

ひ
の
も
と

日
本
固
な
り

も
ろ
こ
し

か
ら
く
に

漢
土
な
り

あ
づ
ま
ち

東
園
0
と
う
ご
く
を
い
ふ

下
」
’
し
和
り越
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前
・
越
中
・
越
後

」
れ
を
み
こ
し
ぢ
と
い
ふ

を
ち
こ
ち

遠
近
O
と
は
き
ち
か
き
を
い
ふ

し
の
冶
め

夜
あ
け
が
た

歩
」
い
ふ

か
は
た
れ
ど
き

」
れ
も
ほ
の
作
＼
あ
け
を
い
ふ

雲
井
の
は
し

か
よ
ひ
な
き
を
い
ふ

ぜ
ゾ
の
岩
波

わ
き
か
へ
り
物
を
思
ふ
を
い
ふ

か
た
わ
れ
船

よ
る
か
た
な
き
を
い
ふ

月
草

つ
ゆ
草
の
事
な
り
、
う
つ
ろ
ひ
や
す
き

（
頭
書
）
増
注
い
な
づ
ま

げ
ん
は
ん

原
板
に
ト
ハ
と
い
ふ
こ
と
ひ
と
つ
作
＼
あ
り
、
今
は
じ
め
に
の
み
し
る
し
て
余
ハ
は
ぶ
き
つ
、
上
段
と
下
段
の
あ
ひ

は
か
な
き
た
と
へ
に
い
ふ

を
い
ふ

だ
に
ト
ハ
い
ふ
こ
と
ば
を
い
れ
て
見
給
ふ
べ
し

と
ん
ぼ
う
こ
と
あ
き
つ
む
し

〈
図
〉
晴
蛤
の
事
を
、
い
に
し
へ
よ
り
秋
津
虫
と
い
ふ
」
ニ
オ
）

図

三
ウ
・
四
オ
）

（
一
勇
斎
園
芳
画
）



か＊日

は本
？こ σ3
け園
トグ〉
ハ形i

か
の
虫
に
似
た
る
ゆ
ゑ
に
、
あ
き
つ
嶋
と
い
ふ
と
ぞ

か
は
た
け

フ
き
ふ
し
し
げ
き
を
い
ふ
。
筈
。

と
書
り

身
を
し
る
雨

な
み
Tご

人＊を
グ〉しE

たふ
め

う
づ
み
火

し
た
に
く
ゆ

る
お
も
ひ
に
た
と
へ
い
ふ

あ
か
ね
さ
す

日
の
い
づ
る
を
い
ふ
剛
一
配
恥
川
べ
き

は
な
が
た
み
花
を
つ
む
龍
を
い
ふ

＊
ま
く
ら
こ
と
パ
了
｝

山
と
い
ふ
枕
詞
也
ヰ
い
い
り
わ
に
は
同
前
に
あ
り

い
つ
は
り
を
い
ふ

lま

な
が
つ
み

ま
こ
も
の
事
な
り

け
ず
の
風
、
決
以
肘
の

う
ら
み
を
い
ふ

た
ま

グ〉

を

い
の
ち
を
い
ふ

あ
し
び
き

玉
が
し
は

木
に
あ
ら
ず
、
石
の
事
な
り

な
は
し
ろ
水

お
は
ぬ
き
大
麻

ひ
く
て
あ
ま
た
の
事
を
い
ふ

せ
な

男
の
事
を
い

ふ
」
（
四
ウ
）

ひ
く
か
た
お
は
き
を
い
ふ

せ
な
う
ど

又
あ
に
の
事
を
も
兄
人
な
ど
い
ふ

ふ
し
、
っ
き

（
頭
書
）0
川
竹
ハ
節
の
し
げ
き
竹
な
り
、
そ
れ
に
憂
ふ
し
し
げ
き
を
た
と
へ
て
い
ふ
也

は
り
む
ひ
と
た
め

0

偽
と
い
ふ
字
を
わ
く
れ
パ
イ
の
為
な
り

く
ず
は
う
ら
う
ら

0

葛
の
葉
ハ
風
ふ
け
パ
裏
を
見
す
る
も
の
也
、
そ
れ
を
恨
み
に
た
と
へ
て
い
ふ
な
り

事
4
5
J
、
《
』
リ
’
』
》
』
ノ

0

枕
詞
と
い
ふ
ハ
、
そ
の
も
の
を
い
は
ん
と
て
そ
れ
の
上
に
お
く
詞
な
り
、
山
と
い
は
ん
と
て
う
へ
に
あ
し
ぴ
き
と
お
く
た
ぐ
ひ
、
か
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ず
お
は
く
あ
り
、
す
ゑ
／
＼
ま
で
そ
の
こ

3

ろ
に
て
見
給
ふ
べ
し

あ
き
の
田

ほ
に
い
づ
る
思
ひ
を
い
ふ

し E

ふ

も

し
きふ
山ゆ
菅5 内百の
の裡り田
根ねを
ない
りふ

た
の
み
な
き
を
い
ふ

む
ら
ず

れ＊き
ん
り
の
え
だ

是
も
は
に
い
づ
る
事
な
り

は
に
い
づ
る

思
ひ
の
色
の
あ
ら

は
る
、
を
い
ふ

ふ
か
き
ち
ぎ
り
を
い
ふ

ゆ
く
水

か
へ
ら
ぬ
事

を
い
ふ

谷
の
こ
は
り

と
け
や
ら
ぬ
事
を
い
ふ

は
な
た
ち
ば
な

む
か
し
を
し
の
ぶ
事
を

す
が
の
ね

長
き
た
と
へ
に
い
ふ

よ
こ
ぐ
も

日
の
出
ん
と
す
る
と
き
た
な
び
く
雲
を
い
ふ



を
み
な
へ
し

牢

人
の
く
ね
る
に
た
と
へ
い
ふ
あ
す
か
川
か
は
り
や
す
き
事
に
た
と
ふ

ひ
ょ
く
と
り
ち
れ
ん
り
え
だ
ち
ゃ
う
こ
ん
か

（
頭
書
）0
天
に
あ
ら
バ
比
翼
の
烏
地
に
あ
ら
ば
連
理
の
枝
と
長
恨
寄
に
見
え
た
る
よ
り
、

き
ゃ
う
だ
い
お
ん
れ
ん
し

い
ふ
ハ
兄
弟
の
支
な
り
、
音
に
て
連
枝
と
も
〈
図
〉

ふ
か
き
ち
ぎ
り
の
事
と
す
、
つ
ら
な
え
だ

又
連
る
校
と

。
ょ
の
中
を
何
に
た
と
へ
ん
あ
す
か
川

き
の
ふ
の
ふ
ち
ハ
け
ふ
の
せ
と
な
る
」
（
五
オ

い
ぎ
た
な
し
ト
ハ

ぞ
く俗

に
ね
ぽ
う
と
い
ふ
ほ
ど
の
事
な
り

ぬ
れ
ぎ
ぬ

な
き
名
の
た
つ
を
い
ふ

も
ち
月

十
五
日
の
月
を

ね
ま
ち
月

廿
日
の
月

fこ
ち
ま
ち
月

し°＇＊ I 

h 七
M 日

り rT\

？月

ゐ
ま
ち
月

十
八
日
の
月

わ事ふ

がし
せま
こち

月
わ
が十
夫三九
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し五

ふ

い
ざ
よ
ひ

十
六
日
の
月

日
の
月
似
暗
片
山
・
に
し
待
も

女
の
も
と
へ
か
よ
ふ
を
い
ふ

の
支
を
い
ふ
州
知
札
一
似

nい
か
し
ら

し
づ
心
な
き

し
づ
か
な
る
心
な
き
を
い
ふ

事
品
目
ノ
、
《
り

枕
と
い
ふ
べ
き
ま
く
ら
こ
と
ば
な
り

お
き
こ
ぐ
ふ
ね

と
ま
り
さ
だ
め
ぬ
を
い
ふ

安
エ
＼
る
ま
小
車
也

（
頭
書
）

め
ぐ
り
あ
は
ん
と
い
ふ
た
と
へ
に
い
ふ

O

い
も
と
ハ
女
の
事
を
い
ふ
、
許
と
ハ
も
と
と
い
ふ
支
な
り

し
き
た
へ

O

わ
が
せ
こ

わ
が
を
つ
と
と
い
ふ
事
な
り
。
せ
。
と
ば
か

り
も
い
へ
り
、
ゆ
ゑ
に
ふ
う
ふ
の
こ
と
を
い
も
せ
と
い
へ
り

そ
と
ほ
り
ひ
め

衣
通
姫
〉
O

わ
が
せ
こ
が
く
べ
き
よ
ひ
な
り
き
、
が
に
の

図

く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も

こ
冶
に
ハ
き
、
が
に
の
く

も
と
か
さ
ね
て
い
へ
ど
も
、

た
ゾ
き
冶
が
に
と
ば
か
り
い
ひ
て
も
く
も
の
事
也
」
（
五
ウ
）

* 
み
や
び
た
る

み
や
こ
め
き
て
う
る
は
し
き
事

守
あ
ひ

工
合
の
よ
き
と
い
ふ
詞
も
是
よ
り
出
た
り
と
ぞ

* 
ひ
な
び
た
る

ゐ
な
か
め
き
て
っ
た
な
き
事

み
と
の
ま
く
ば
ひ

女
男
ま
じ

は
る
を
い
ふ

み
つ
わ
ぐ
む

年
お
い
て
こ
し
か
ゾ
み
た
る
を
い
ふ

し
ま
つ



，鳥

鵜
の
支
な
り

り
草

た
ば
こ
の
事
な
り

あ
と

。

手
跡
也

を
い
ふ

終与
日 3
の日
事ぐ
なら
りし

め
も
す

「考訂やまと詞j 前見返し・序

ひ
も
か
c

み

氷
の
事
な
り

け＊
ぶ、

ひ
ぢ
が（
き て
あ） み

めづ

き

筆
の
事

。

水
ぐ
き
の

に
は
か
に
ふ
り
く
る
小
雨

朝
よ

す＊り
ゑタ
つぐ
むれ
花ま

で
を

ふ

ひ

べ
に
の
花
を
い
ふ

（頭
書
）
0 ご

都2 く
とら
ハく
ゐの
な事
かな
のり
事
な
り

す
ゾ
し
き
道

俗りノ＼

とゐ
いな
ふか
事詞
なな
りり

ひ
な
こ
と
ば
と
い
ふ

ふ

ひ
な
び
・
み
や
び
の
ひ
の
字
ハ
風

み
や
こ

ひ
な
び
ハ
ゐ
な
か
ぶ
り
、
み
や
び
ハ
都
ぶ

み
や

り
な
り
、
う
つ
く
し
き
こ
と
を
み
や
び
や
か
な
ど
い
ふ
、
宮
の

字
な
り
と
も
い
ふ

〈
図
〉

あ
ま
の
た
く
も
の
な
ら
ね
ど
も
け

ふ
り
草

人
の
た
ち

図 4

0 ゐ
紅5 の
花え し
ノ＼は

さと
きこ
いそ
づな
るれ
と

し
ぼ
る
も
の
な
り
」
（
六
オ

* 
て
ふ
ト
ハ

き
て
、
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そ
の
花
の
す
ゑ
を
つ
み
て
べ
に
を

と
い

ふ
。
と
い
ふ
事
な
り
、
恋
す
て
ふ
ハ

。

恋
す
る
と
い



な
ど
い
ふ
ハ

ふ
。
干
て
ふ
ハ
。
は
す
と
い
ふ
。
と
い
ふ
事
也

こ
、
ろ
な
ぐ
さ

心
な
ぐ
さ
め
な
り

ま
れ希

。
た
ま
さ
か
。
を
い
ふ

こ
と
パ

詞
に
い
で
、
な

こ
ひ
し
く
思
ふ
事
也

し
者3 の
るゆぶ

な
り

舟
な

人
目
を
し
の
ぶ
ハ
人
に
か
く
る
、
也
、
人
を
し
の
ぶ
。
む
か
し
を
し
の
ぶ
。

* 
た
ゆ
た
ふ

便；き
な’か
りゆ

，鳥
すどE
ど冬竺
σ） -! 

し集3
iヰる窓

／事

鳴？三
をふ

ふ

い
き
冶
め

ど
の
う
ご
き
ゆ
る
ぐ
事
也

り

グ〉

す
だ
く

た
つ
き

わ
く
ら
は

か
り
そ

常言め
にグ〉

と事

三卒ご
事勢。

意
也

し
ば
な
く

こ
と
に
い
で
冶

と
は
に

頭
書
）
0

こ
ひ
す
て
ふ
わ
が
名
ハ
ま
だ
き
た
ち
に
け
り

人
し
れ
ず
こ
そ
お
も
ひ
そ
め
し
か

0

春
す
き
て
夏
き
に
け
ら
し
白
た
へ

衣
は
す
で
ふ
あ
ま
の
か
く
山

ふ
る
く
ハ
ち
ふ
と
も
い
へ
り
、
今
ゐ
な
か
詞
に
、
な
ん
だ
ち
ふ
と
い
ふ
ハ
、

O

て
ふ
と
い
ふ
詞
、

ふ
る
き
詞
な
り
、
笑
ふ
べ
か
ら
ず

な
に
と
い
ふ
こ
と
、
と
ふ
こ
と
に
て

た
ゾ
お
な
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
て
ゆ
る
ぐ
を
い
ふ
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ゆ
ゑ
に
、

O

た
ゆ
た
ふ
ハ
、

た
め
ら
ひ
を
る
を
も
、

盗
人
の
事
也
な
げ
な
は
ぎ
り
な
り
、
な
げ
の
な
き
け
ト
ハ
、
な
は
ぎ
り
に
て
し
ん
じ
つ
な
ら
ざ
る
な
さ
け
也

あ
ひ
だ
と
き
ま
ま

こ
し
の
聞
を
い
ふ
、
今
。
時
の
間
と
い
ふ
に
お
な
じ
、
草
を
か
り
で
っ
か
ぬ
る
ほ
ど
の
間
也
っ
か
ぬ
る
又
た
が
ね
る

移
る
事
な
り
、
花
の
う
つ
ろ
ふ
ハ
き
か
り
の
す
ぐ
る
事
な
り

き
ゃ
う
だ
い

兄
弟
の

と
こ
と
は

ふ
事
な
り

ひ
き
に

支
な
り

ふ
ね
な
ど
の
ゆ
る
ぎ
う
ご
く
こ
と
な
れ
ど
、

は
し
る
に
ハ
あ
ら
ず
、

人
の
そ
の
と
こ
ろ
へ
ゆ
か
ん
と
し
て
、

た
ゆ
た
ふ
と
い
へ
り
」
（
六
ウ
）

ゆ
き
や
ら
ず
、

」
れ
も
常
の
事
、
万
葉
に
常
不
止
と
書
り

* 
み
ど
り
の
は
や
し

か
み
に
お
な
じ

* 
し
ら
な
み

ぬ
す盗

人
の
事
を
い
ふ

っ
か
の
ま

す

た
ば
ね
る
と
い

槽
。
ひ
の
木
の
支
な
り

う
つ
ろ
ふ

久3
しさ
きき
をく
いき
ふ

す
ゑ
ひ
き

い
く
久
し
く
。
也

ハ
。
す
ゑ
ひ
さ
し
く
。
い
く
ひ
き
に
ハ
。

は
ら
か
ら



か
ら
く
に
た
う
ぞ
く
り
よ
く
り
ん
は
く
は
こ
じ

（
頭
書
）O
漢
土
に
て
盗
賊
の
事
を
緑
林
白
波
と
い
ひ
し
古
支
あ
り

く
ん

そ
れ
を
訓
じ
て

み
ど
り
の
は
や
し
と
も
、
し
ら
な
み
と
も
い

へ
る
な
り
、
風
ふ
か
ば
お
き
つ
し
ら
な
み
た
っ
た
山

夜
は
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん
〈
図
〉
」
（
七
オ
）

* 
た
ゾ
ち
ト
ハ

直1

と
い
ふ
事

そ
と
も

い
へ
そ
と

家
の
外
を
い
ふ

* 
よ
す
が

fこ
よ

あ＊ f~ 
き店
は F

か

ふ
事
也

せ
み
の
は
ご
ろ
も

夏
き
る
き
ぬ
の
う
す
き
を
い
ふ

手
の
だ
る
き
を
い
ふ

j持ぁ

至宝しでミ

＼き

＊－~る
琴5 いふ￥さ
ひーまぞえ
きしぞ忌

草 A ~ 
と？と

と

と
す
る
も
か

す
る
も

と
鑑むい

益？ふ

と主
ふ
事
な
り 心
あ
て

お
し
は
か
る
。
す
ゐ
り
や
う
。
の
支
な
り

＊
っ
た
ふ

っ
て
侍
る
な
り

い
や
ま
し

い
ト
品
／
（
＼
占
ま
き
る
歩
」
い
ふ

ぁ
ゃ
な
し

て
も
た
ゆ
く

松
σ3 

国
又
千
代
見
ぐ
き

」
と
也
と
も
い
ふ

風
見
草

柳
の
こ
と
な
り

0

こ
れ
を
よ
す
が
に
。

ハ
。
こ
れ
を
た
よ
り
に
な
り

よ
す
が
と
し
て
。

ハ
。
た
よ
り
と
し
て
な
り
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頭
書
）
O

た
ゾ
ち
に
ゆ
く
ハ
す
ぐ
に
ゆ
く
な
り
。

た
ゾ
ち
に
き
た
る
ハ
す
ぐ
に
く
る
な
り

O

人
を
あ
き
は
か
と
い
ふ
は
、

ち
ゑ
の
あ
さ
き
な
り
、
あ
き
は
か
な
る
す
ま
ひ
な
ど
い
ふ
ハ
、
お
く
ふ
か
か
ら
ぬ
家
な
り

こ
と
づ
て

O

人
に
い
ひ
や
り
て
っ
た
ふ
る
こ
と
ば
を
言
侍
と
い
ふ
に
て
知
る
べ
し

同
レ
トA
F
Hレ

ハ
、
助
字
と
て
、
そ
へ
た
る
の
み
に
て
意
ハ
な
し
、
「
あ
ふ
こ
と
の
た
え
て
し
な
く
パ
」
、
あ
ふ
こ
と
の

O

今
を
い
ま
し
と
い
ふ
。
し
。

た
え
て
な
く
パ
な
り
、
「
た
び
を
し
ぞ
お
も
ふ
、
「
ふ
ね
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
、た
び
を
お
も
ふ
。

ふ
ね
を
お
も
ふ
と
い
ふ
こ
と
に
て
。
し
。

の
字
に
ハ
こ
冶
ろ
な
し
」
（
七
ウ

ゆ
め
見
草

さ
く
ら
の
こ
と
な
り

ふ
か
み
草
又
廿
日
草

ぼ
た
ん
牡
丹
の
こ
と
な
り

も
当
ち
ど
り

鴬
又
春
い
ろ
／
＼
の
烏
の
鳴
を



し E

ふ

く
だ
か
け

鶏
を
い
ふ

宇
品
l
v
〉
り

猿
な
り

又
ま
し
こ
ト
モ
ま
し
い
叫
川
り
介
晶
、
ト
E
F
1レ

鱒
ぼ
ら
と
い
ふ
魚
也

又
。
く
ち
め
ト
モ

い
ふ
と
ぞ

頭
書
に

ノ
＼
＋A
F
l
ν

か
は
び
ら
こ

蝶
て
ふ
を
い
ふ

か
は
ら
よ
も
ぎ

菊
を
い
ふ

* 
う
ば
た
ま

く
ら
き
な
ど
い
ふ
枕
詞
、

あ
き
が
ほ

日
か
げ
を
ま
た
ぬ
な
ど

は
な
か
き
こ
と
に
い
ふ

あ
は
ぴ

－
3
－Z
E
ノ

r
w
u門

争J

＃
J

二
ノ
担
問
時

塁

紙
と
か
く
、

か
た
お
も
ひ
を
い
ふ

せ
ん
か
た

F

，
‘
‘

は
な
が
み
を
い
ふ
す
べ
な
き
詮
方
な
き
也
、
佐
は
い
ら
が
な
き

う
ぱ
た
ま

（
頭
書
）
〈
図
〉
烏
羽
玉
、
又
ぬ
ば
玉
と
い
ふ
も
お
な
じ
。
黒
き
。
や
み
。
夜
。
な
ど
い
ふ
枕
詞
な
り
、
「
う
ば
玉
の
わ
が
黒
か
み
」
と
詠

そ
は
づ

田
に
あ
る
烏
お
ど
し
を
い
ふ

し
ハ
、
我
と
い
ふ
字
を
へ
だ
て
、
黒
か
み
と
、
つ
け
た
る
也
、
「
ぬ
ば
玉
の
ゆ
め
」
と
い
ふ
ハ
、
夜
の
ゆ
め
と
い
ふ
べ
き
夜
の
字
を
は
ぶ
き

た
る
也
」
（
八
オ
）

き
冶
〉
句
、
え
歩
」
と
こ

め
の
見
え
ざ
る
を
い
ふ

* 

神
の
田
を
い
ふ
め
づ
る

ち
ひ
さ
え
だ

月
を
い
ふ
木
に
も
あ
れ
草
に
も
あ
れ
、
小
き
枝
を
い
ふ

お
も
て
は
な

は
ぢ
ら
ふ
さ
ま
な
り
、
面
を
あ
か
う
す
れ
パ
鼻
の
白
く
見
ゆ
る
も
の
ゆ
ゑ
に
か
く
い
ふ

ぞ
く
か
ま
ぎ

O

み
か
ま
ぎ
ハ
御
釜
木
と
か
け
り
、
大
内
の
詞
の
よ
し
也
、
今
俗
に
、
た
き
木
の
事
を
ま
き
と
い
ふ
も
、
釜
木
の
か
文
字
を

フ
は
な
り

目
し
ひ

ひ
ぢ

愛台 り
す耳そこ
るし
事ひ

又み
感主
ずの

顔Z るき
ををこ
あもえ
かいき、、
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つ
は
を

て
い
わ
う

皇
王
み
か
ど
の
御
事
を
ま
う
す

の
ち
を
つ
と

後
の
夫
を
い
ふ
後
妻
を
い
ふ

** 
み
か
ま
ぎ
み
と
し
ろ
を
だ

ひ
っ
き
の
み
こ

立
太
子
を
ま
う
す

ど
ろ泥

の
事
を
い
ふ

す
べ
ら
き
ト
ハ

る
を
い
ふ

た
き
木
を
い
ふ

ふ

き
え
だ

は
な
し
ろ
む

ら
む
る
を
い
ふ
、

o 略L---­
御みたき頭

戸とる書
代与な ) 

小をる
田だべ

なし

る
Jミ

し

〈
悶
凶
〉

あ
い
か
ん

o

月
を
め
づ
る
、
花
を
め
づ
る
ハ
、
愛
す
る
也
。
そ
の
詞
に
め
づ
る
な
ど
い
ふ
ハ
、
感
ず
る
な
り
、よ
く
／
＼
わ
か
っ
べ
し
」



八
ウ
）

* 
み
わ
の
山

fこ
っ
ね
て
と
""""-

勢3 と
グ〉し3

字ふ，
な意：
りなJ

り

っ

き

わ
づ
ら
ひ
を
い
ふ

憩
ノ
字
又
休
ノ
字

京ねゆ
やく

無f すり
ネしむき か

皇~ < 
ふ

い
を
や
す
く

る
を
い
ふ

な
め
げ

頭
書
）O
わ
が
い
ほ
ハ
三
輪
の
山
も
と
こ
ひ
し
く
バ

と
ふ
ら
ひ
き
ま
せ
杉
た
て
る
か
ど

此
古
寄
よ
り
、
た
づ
ね
と
へ
と
い
ふ
こ
冶

-42-

ろ
に
な
れ
る
な
る
べ
し
、
原
板
に
見
え
た
り

O

む
ね
ハ
富
士
袖
ハ
清
見
が
関
な
れ
や

き＊

よし
みか
がな
せ草
き

は
ぎ萩

を
い
ふ
、
鹿
鳴
草
也

、
．
，
－

・
しv
J
’
れ

鹿
の
こ
と
を
い
ふ

紅
葉
鳥

な
み
だ
の
か
、
る
そ
で
を
い
ふう

ぽ乳
母
を
い
ふ

い
こ
ふ

や
す
ら

ーふ
妾去を
を’い
いふ
J、

不ふ
意ぃ
也

面5 お
ぎも
らひ
ひが

け
な
き
を

ふ

を
ん
な
め

ち
お
も

又
む
ら
い
と
も
い
ふ

子
ど

か＊ゑ
は人
ほ見
りし

坦~＇i 
虫晶可い

すふ

又
あ
ふ
ぎ
の
事
を
い
ふ

日
ぐ
ろ
む

日
に
や
け
て
色
の
黒
く
な

け
ふ
り
も
波
も
た
、
ぬ
日
ハ
な
し

原
板
に
此
古
寄
を
引
た
り

〈
図
〉
」
（
九
オ
）

か
は
は
り
の
羽
に
て
蚊
を
う
ち
は
ら
ふ
さ
ま
を
見
て
、
扇
を
は
じ
め
て
つ
く
り
い
だ
し
た
り
、

ゆ
ゑ
に
扇
の
異
名
を
か
は
は
り
と
い
ふ

* 
4
4
J

，
－
ミ
L
l

、

l
L
T

カ

」
ひ
す
る
人
を
い
ふ
也

事わ
だ
つ
み

た
な
ば
た

す
み
よ
し
の
浦
を
い
ふ

老~~
女f に
ま歩、

欧ふ
又」

うと
ばを
とい
もふ

ふ

去
三
つ
い
レ

け
そ
う

ふ
か
き
海
也
、
恋
に
し
づ
む
た
と
へ
に
い
ふ

し
ゃ
う
り
ん

精
進
の
事

み

か
い
ま
見

お
う
な

こ
ひ
ぴ
と

懸
想
の
字
、
人
に
思
ひ
を
か
く
る
也
、
け
そ
う
び
と
、
恋
人
と
い
ふ
に
お
な
じ
、
け
そ
う
文
、

事み
ね
の
白
雲

物
の
す
き
よ
り
の
ぞ
き
見
る
を
い
ふ

ち
ひ
ろ
の
そ
こ

え
ん
し
ょ

艶
書
也

を
み
な

女
な
りよ

そ
に
見
て
す
ぎ
が
た
き
を
い
ふ

せ
き
も
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－
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き
一
志Z
Z
引
を
』
工
会4
2
告
を
控

j
p
l

ふ
ト
ハ
～1

・

ゐ
先
生
？
キ
f

。
震
乞
恥
料t
兄
つ
あ
梯
下
決
人
ゐ
警
部
？
主
て
よ

2
9
b

J一
区
長
め
ー
ι
S
4
害
ゑ

1
2
3
5
7
t

当
除1

l
i
l

－
－
司J
U
l制
町。
｜
バ
川
けハ
いハ

恋
に
ハ
人
自
の
関
な
ど

た
と
へ
に
い
へ
り

う
ら
む
る
事
を
い
ふ
け
間
一
怨
拡
汁
い
り
賠
一
均
一
一
、
ハ
一
な
尚
一
紘
一
は
い
財
日
た
り

あ
さ
は
し

（
頭
書
）0
七
月
、
た
ま
ま
つ
り
に
用
ひ
し
麻
が
ら
の
箸
を
火

た
か

に
た
き
て
、
こ
の
日
は
じ
め
て
鷹
を
と
や
よ
り
い
だ
し
、
そ
の

は
し
た
か

火
に
あ
つ
る
、
こ
れ
を
箸
鷹
と
い
ふ
と
古
書
に
見
え
た
り
、
原

板
に
、
此
ご
と
く
恋
す
る
人
を
い
ふ
と
あ
り
、
何
の
ゆ
ゑ
か
ハ

り

関
所
の
番
人
也

し
の
だ
の
も
り

知
ら
ず

O

わ
だ
つ
み
ハ
た
ゾ
大
海
の
事
也
、
又
海
若
と
か
き
て
わ
だ
つ

み
と
よ
み
、
龍
神
の
事
と
す
、
原
板
に
す
み
よ
し
の
浦
を
い
ふ

と
あ
る
ハ
、
こ
、
ろ
え
が
た
き
こ
と
な
が
ら
、
私
に
あ
ら
た
め
-43 ー

ずO

よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か
つ
ら
き
の

た
か
ま
の
山

図 5

の
み
ね
の
し
ら
く
も

原
板
に
此
寄
を
引
て
、
よ
そ
に
見
て
す

ぐ
る
を
い
ふ
と
ハ
、
あ
ま
り
な
る
あ
や
ま
り
ゆ
ゑ
、
あ
ら
た
む
」

九
ウ

牢

ひ
ま
を
な
み

い
と
ま
な
き

暇
な
き
を
い
ふ

。

な
み
ハ
無
な
り

ぬ
か
つ



ぐ
ひ
た
ひ
を
し
た
に
つ
く
る
を
い
ふ

し
ん
く
辛
苦
し
て
と
い
ふ
事

俗
に
い
ふ
、

じ
ぎ
を
す
る
事

額
突
と
書
り

神
に
ぬ
か
つ
ぐ

仏
に
ぬ
か
づ
く

ね
ぎ
ら
ふ

子
供
の
手
だ
ま
也
同
比
一
円
山
口
…
け
を

っ
か
れ
な
守
さ
；
ー

労
を
慰
む
る
こ
と
ば
州
叩
枕
か
吋
叫
に
同
じ

ね
ぢ
け
人

あ
し
き
人
也

｛妄合
人x -In 
をん
いう
ふじ

十平日
す
る
事
也

て

石
な
ど
り

う
ま
び
と

よ
き
人
也
、
君
子
を
い
ふ

ね
も
ご
ろ

ね
ん
ご
ろ
也
、
懇
の

企よ『，

ナ

7

は
が
ひ

き
も
の
：
フ
ハ
ま
へ
を
い
ふ

し
づ
え

木
の
し
た
え
だ
を
い
ふ

い
ろ
は
ト
ハ
母
。
い
ろ
せ
ト
ハ
兄
。し五

ろ
と
ト
ハ
弟

み
そ
ぢ
三
十
才
。
よ
そ
ぢ
四
十
。
い
そ
ぢ
五
十
。
む
そ
ぢ
六
十

な
冶
そ
ぢ
七
十
。
や
そ
の
お
き
な
八
十
翁
。
も
、
と
せ
の
う

ま
百
歳
の
老
女

（
頭
書
）
無
を
な
み
と
い
ふ
事
、
画
上
に
か
き
た
る
、たれ
／
＼
も
し
る
人
丸
の
寄
に
、

か
た
を
な
み
と
い
ふ
も
、

か
た
の
無
キ
と
い
ふ

こ
と
な
り

「
わ
か
の
う
ら
に
し
は
が
み
ち
て
く
れ
パ

2
1
 

な
い
て
く
る
と
解
す
べ
し

ひ
か
た
な
い

干
潟
が
無
い
か
ら

あ
し
は
え
ほ
と
り
し
ほ

芦
の
生
で
あ
る
辺
ハ
汐
が
こ
ぬ
に
よ
っ
て

そ
こ
を
き
し
て
つ
る
が

-44ー

あ
し
ぺ
た
づ

〈
図
〉
わ
か
の
浦
に
汐
み
ち
く
れ
パ
か
た
を
な
み
芦
辺
を
き
し
て
田
鶴
な
き
わ
た
る

か
た
な
き
か
た
を
な
み
せ
っ

潟
の
無
を
片
男
波
と
な
思
ひ
あ
や
ま
り
そ
と
貞
徳
の
説
也
」
（
一O
オ
）

ま牢い

ろは
木と
ばが
しし

は

木

あ
ら
ず

ふ
み
か
へ
す
を
い
ふ

石
の
か

ま＊ょ
が古
きゾ

グ〉

石

ふ
み
へ
だ
つ
る
を
い
ふ

つ
ま
木

も
の
に
こ
り
た
る
を
い
ふ

か＊

た
い
と

あ
は
ぬ
事
を
い
ふ

と
ま
り
舟

つ
な
が
れ
た
る
支
を
い
ふ

ほ
と
／
＼

ほ
と
ん
ど
也
。
殆
の
字

ふ
た
つ
の

海

生
死
の
事

ま
に
／
1＼

随
意
の
字
。
二
、
ろ
ま
か
せ
也

か
け
ひ
の
水

た
え
作
＼
な
る
事
に
た
と
へ
て
い
ふ

あ



3

・n
又
あ
や
め
と

し
‘
ぷ
ば
か
り
も
い
ふ
夜
あ
け
ん
と
し
て
又
一
ト
た
び
く
ら
く
な
る
を
い
ふ
あ
け
く
れ

へ
ぴ
い
み
や
う
ね
く
ち
な
ハ
に

あ
や
め
と
ハ
馳
の
異
名
な
り
、
か
の
草
の
根
馳
の
か
た
ち
に
似
た
り 朝3

暮ぽ
な
り

てノ
わ字
カミグ〉

っす
べみ
しに

り

あ
や
め
草

し
ゃ
う
ぷ

菖
蒲
を

け
ぐ
れ

ゆ
ゑ
に
あ
や
め
草
と
い
ふ
と
ぞ

0 fヘ
盛古頭
衰Z 書
記き）

O

ま
ろ
木
ば
し
。
ま
が
き
の
石

原
板
に
な
ら
べ
出
せ
り

わ
が
恋
ハ
細
谷
川
の
ま
ろ
木
ば
し

ふ
み
か
へ
き
れ
て
ぬ
る
冶
袖
か
な

ふ
み

」
れ
に
よ
り
て
、
文
か
へ
す
に
踏
か
へ
す
を

か
よ
は
せ
て
し
る
し
、
な
る
べ
し

ま
が
き

雛
の
石
も
此
た
ぐ
ひ
に
て
、
踏
へ
だ
つ
る
に
文
へ
だ
つ
る
の
か
よ
ひ
な
る
べ
し
、

」
れ
に
も
俗
に
っ
た
ふ
る
寄
の
あ
り
し
に
や
あ
ら
ん

0

つ
ま
木
。
原
板
に
か
く
あ
り

つ
ま
木
ハ
た
き
ゾ
な
り

そ
れ
を
と
る
を

こ
る
と
い
ふ
、
恋
な
ど
に
深
く
思
ひ
こ
り
た
る
を

ナ〉

ま
木
こ
る
に
よ
そ
へ
て
い
ふ
と
い
ふ
こ
と
な
る
べ
し

O

か
た
糸
を
こ
な
た
か
な
た
に
よ
り
か
け
て

あ
は
ず
ハ
な
に
を
た
ま
の
を
に
せ
ん
」
（
一
O
ウ
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き
り
た
ち
人

遠
く
へ
だ
3

り
し
人
を
い
ふ

* 
は
な
だ
の
お
び

中
た
ゆ
る
事
の
た
と
へ
に
い
ふ

＊
・し

の
ぶ
ず
り

お
も
ひ
み
だ

る
冶
た
と
へ
に
い
ふ

つ
ら
ぬ
く
玉

か
ず
し
ら
ぬ
を
い
ふ

と
ひ
が
た
み

と
ひ
が
た
し
と
い
ふ
事
な
り

か
ず
片
＼
に
お
も

ひ
お
も
は
ず
と
ひ
が
た
み

身
を
し
る
あ
め
ハ
ふ
り
ぞ
ま
さ
れ
る

し
ら
ぎ
く

つ
つ
ろ
ひ
や
す
き
を
い
ふ

も
ず花
グ〉グ〉

草色
〈＼衣
きて
）上

わに

同
じ

青
柳
の
い
と

み
だ
れ
や
す
き
を
い
ふ

宇
治
の
橋
姫

ま
つ
に
む
な
し
き
た
と
へ
に
い
ふ

が
宿
を
し
ら
れ
じ
と
い
ふ
に
た
た
ふ

さ
く
ら
花

あ
だ
な
る
こ
と
に
い
ふ

ね
や
の
あ
ふ
ぎ

か
た
み
を
い
ふ

（
頭
書
）O
は
な
だ
の
帯
、
元
板
に
ハ
う
つ
ろ
ひ
や
す
き
を
い
ふ
と
あ
り
、
今
八
雲
御
抄
の
説
に
し
た
が
ふ

は
な
だ
色
ハ
今
の
花
色
也
、
今
あ
き
ぎ
と
い
ふ
色
ハ
う
す
は
な
だ
な
り



む
か
し
あ
き
ぎ
と
い
ひ
し
ハ
、
今
う
す
が
き
と
い
ふ
色
の
た
ぐ
ひ
也
、
黄
の
う
す
き
も
の
也
、
あ
ゐ
の
う
す
き
を
あ
き
ぎ
と
い
ふ
ハ
、

あ
や
ま
り
な
り
、
黄
を
お
び
て
き
く
花
を
、
あ
き
ぎ
さ
く
ら
と
い
ふ
に
て
し
る
べ
し

花
だ
の
お
ぴ
ハ
色
い
ろ
の
帯
な
り
、
花
の
ば
う
し
と
い
ふ
も
、
あ
ゐ
ぞ
め
の
ば
う
し
を
い
ふ
、

0

み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
じ
ず
り
た
れ
ゆ
ゑ
に

み
だ
れ
そ
め
に
し
わ
れ
な
ら
な
く
に

此
豆
町
よ
り
お
も
ひ
み
だ
る
冶
こ
と
に
い
ふ
な

る
べ
し
」
（
一
一
オ
）

* 
す
ゑ
の
松
山
波
こ
す
ト
ハ

ち
ぎ
り
の
か
は
る
事
を
い
ふ

ふ
な
ば
し

い
も
せ
の
な
か
た
え
た
る
を
い
ふ

* 
い
な
ぶ
ね

""' な

い
や

に
ハ
あ
ら
ぬ
を
い
ふ
俗
に
い
ふ
否
で
ハ
な
き

」
し
ば
が
き

た
ち
が
く
れ
た
る
を
い
ふ

し
か
ま
の
か
ち
ん

あ
ひ
そ
め
た
る
を
い

-46ー

ふ
、
し
か
ま
と
ハ
み
ち
の
く
の
市
を
ま
う
す
な
り
、
う
つ
く
し
き
か
ち
ん
を
そ
め
て
う
る
に
よ
っ
て
、
ま
う
す
な
り
、

O
前
板
に
か
く
あ
り
、

は
り
ま
か

し
か
ま
の
市
ハ
播
磨
な
り
、
あ
や
ま
り
駄

あ
だ
ち
が
は
ら

お
そ
ろ
し
き
事
を
い
ふ

ひ
と
き
の
松

は
し
た
か
グ） t:こ
およ
きり
餌ゑな
にき
せ身
んを
とい
カミ ふ

か
ゾ
み
山

をお
しも
あか
ゆげ
かを
す見
なん
胤子と
と v い

るふ
べ事

あ
ゆ
か
す
な

は
た
ら
か
す
な
と
い
ふ
こ
、
ろ
な
り
、

ま
へ
た
る（

頭
書
）0
君
お
き
で
あ
だ
し
心
を
わ
が
も
た
ば

す
ゑ
の
松
山
な
み
ハ
こ
え
な
ん

最
上
川
の
ぼ
れ
バ
く
だ
る
稲
舟
の

い
な
に
ハ
あ
ら
ず
こ
の
つ
き
ば
か
り
〈
図
〉

此
寄
よ
り
、
い
な
に
ハ
あ
ら
ぬ
こ
と
に
い
へ
り
、
前
板
に

い
な
舟
と
ハ
し
げ
き
思
ひ
を
い
ふ
と
あ
り
、
舟
の
の
ぼ
り
く
だ
り
し
げ
き

た
と
へ
か
、
不
審
」
（
一
一
ウ
）



* 
の
き
ば
の
草

人
を
わ
す
る
、
を
ま
う
す
也

* 
三
日
月

よ
ひ
に
あ
は
ん
と
の
事

す＊

り
ば
り
山

か
な
ハ
ぬ
事
を
い
ふ

ふ
じ
の
け
ぶ
り

た
え
ぬ
お
も
ひ
を
い
ふ

ま
つ
ふ
く
風

か
し
ま
し
き
を
い
ふ

（
頭
書
）O
な
に
ぞ
こ
の
し
の
ぶ
に
あ
ら
で
ふ
る
さ
と
の

の
き
ば
に
お
ふ
る
草
の
名
ぞ
う
き

O

な
に
ぞ
こ
の
し
の
ぶ
に
あ
ら
ぬ
草
の
名
の

人
の
心
や
の
き
ば
な
る
ら
ん

元
板
に
此
寄
を
引
り

0

三
日
月

こ
と
ハ
き
こ
え
つ
れ
ど
、
い
づ
れ
の
寄
よ
り
い
で
し
詞
か
知
ら
ず

す
り
ぽ
り

磨
針
山
の
古
事
な
る
べ
し
、
意
ハ
す
こ
し
た
が
ひ
た
れ
ど
、

ふ
し
ん
で
う
／
九

こ
と
に
不
審
の
条
：
な
り

ぞ
う
ち
う

翁
が
増
注
と
見
給
ふ
べ
し

お
は
よ
そ
ハ
き
こ
ゆ
べ
し

0 以ぃ O
マ下かす
よとハり
ζ？ば
芸品前f り
をし伊山
つ ζ

け？
た与
る＼
ノ、
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す
そ
は
つ
れ
た
る
を
い
ふ

か
き
ゃ
う
ら
ん

O
書
あ
や
ま
り
欲
、
他
本
に
狂
乱
を
い
ふ
と
あ
り

イ
な

か
げ
ろ
ふ
ト
ハ
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
蚊
の
ご
と
く
な
く
虫
な
り
か
げ
ろ
ふ
に
見
し
ば
か
り
に
や
は
ま
ち
鳥

せ
っ
か
げ
ろ
ふ
か
げ
ろ
ふ

O
か
げ
ろ
ふ
に
く
さ
作
＼
の
説
あ
り
。
野
馬
。
陽
点
、
。
と
か
け
る
ハ
、
地
上
よ
り
ち
ら
／
＼
と
た
つ
気
の
こ
と
に
て
、

か
げ
ろ
ふ

と
な
り
。
昨
麟
と
書
る
ハ
ぶ
ゅ
の
こ
と
な
り
、
又
く
ろ
き
と
ん
ば
う
を
も
、
か
げ
ろ
ふ
と
い
へ
り
、
よ
し
ゃ
あ
し
や
ハ
し
ら
ず
、

せ
っ
か

き
説
な
り
、
蚊
の
ご
と
く
な
く
虫
と
い
ふ
ハ
い
ぶ
か
し
」
（
一
一
一
オ
）

7

つ
冶
こ
冶
ろ
ト
ハ

ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
恋
ハ
ま
ど
は
ん

い
と
ゆ
ふ
の
こJ、

る

O
此
寄
ハ
、
主主主し

謡？ぞ
新上 ξ
院ん免

る
事
を

ふ

は
ま
ち
ど
り
あ
と
ハ
み
や
こ
に
か
よ
へ
ど
も

あ
の
ご
ほ
り
は
い
し
よ
だ
い
り
ょ
う
き
ゃ
う

さ
ぬ
き
の
国
阿
野
郡
松
山
の
配
所
に
お
い
て
大
乗
経
を
、
つ
つ
し
、

身
ハ
松
山
に
ね
を
の
み
ぞ
な
く

み
や
こ
ぎ
ょ
せ
い

そ
れ
を
都
に
の
ぼ
せ
給
ふ
と
き
の
御
製

は
ま
ち
ど
り
ト
ハ



あ
と
は
ま

な
り
、
文
字
の
事
を
烏
の
跡
と
い
へ
パ
、
漬
ち
ど
り
あ
と
と
つ
ゾ
け
、
わ
が
か
き
し
文
字
ハ
み
や
こ
に
ゆ
け
ど
も
、
そ
の
身
ハ
松
山
に

な
き
っ
、
お
は
し
ま
す
よ
し
の
御
寄
な
り
、

き
れ
ば
は
ま
ち
ど
り
と
い
ひ
て
あ
と
を
見
る
こ
と
冶
す
る
ハ
、
あ
や
ま
り
な
る
べ
し

’
」
、
，z
y

奇
よ
む
人
を
ま
う
す
也
、
水
に
す
む
か
は
づ
ま
で
お
な
じ
意
也

O
た
れ
も
／
＼
も
知
る
古
今
の
序
の
詞
に
て
、
鳥
に
も
あ
れ
虫
に
も
あ
れ
、
生
る
も
の
ハ
寄
よ
む
と
い
へ
る
こ
と
な
れ
パ
、
寄
よ
む
人

花
に
な
く
鴬
ト
ハ

の
事
と
こ
、
ろ
う
る
ハ
あ
し

ぬ
O き
幣ぬト
吊さ

神
へ
ま
ゐ
ら
す
る
物
を
い
ふ
、
ぬ
き
ハ
な
し
こ
れ
を
た
む
け
の
ぬ
き
に
せ
ん

ぬ
さ
か
け

又
疎
麻
と
書
り
、
神
に
ま
ゐ
ら
す
る
物
と
い
ふ
ハ
よ
し
、
此
寄
ハ
い
と
っ
た
な
し
、

け
づ
れ
パ
神
も
な
び
く
と
ぞ
き
く

た
れ
も
／
＼
知
る
ぬ
き
も
と
り
あ
へ
ず

手
向
山
の
神
詠
を
引
べ
し
」
（
一
二
ウ

は
、
き
ゾ
ト
ハ

あ
り
と
ハ
見
え
て
あ
は
ぬ
事

そ
の
原
や
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
帯
木
の

あ
り
と
ハ
見
え
て
あ
は
ぬ
君
か
な

-48-

O
あ
り
と
見
え
て
な
き
事
を
い
ふ
と
こ
、
ろ
う
べ
し
、

そ
れ
に
つ
れ
な
く
あ
は
ぬ
人
を
た
と
へ
し
、
源
氏
は
、
き
ゾ
の
巻
の
寄
な
り
、

た
れ
／
＼
も
し
る
事
な
れ
パ
く
は
し
く
記
き
ず

よ
ぶ
こ
烏
ト
ハ

き
る
の
事
な
り

を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
中
に

お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ぶ
こ
鳥
か
な

人
丸

O
よ
ぶ
こ
烏
の
秘
説
き
ま
作
＼
あ
り
、
猿
の
事
と
も
さ
だ
め
が
た
し

あ
や
め
も
し
ら
ぬ
ト
ハ
な
み
だ
の
し
げ
き
を
い
ふ

あ
や
め
あ
や
め
か
け
や
み

O
善
悪
又
黒
白
な
ど
書
り
、
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
く
ら
き
夜
な
ど
い
ふ
ハ
、
聞
に
よ
し
あ
し
の
わ
け
が
た
き
を
い
ふ
、
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
な

ぞ
く

そ
ゾ
ろ
に
な
み
だ
の
お
つ
る
こ
と
に
て
、
俗
に
い
は
ゾ
、
わ
け
も
な
く
か
な
し
き
を
い
へ
り
、
な
み
だ
し
げ
き
こ
と
に
の

み
だ
と
ハ
、

み
い
ふ
に
ハ
あ
ら
ず



っ
ち

O し
田ゐき
舎まト
グ〉ハ

事
十ゐ

量~；
ヂきの

よ事
~ 

り

あ
や
ま
か

そ
の
誤
り
敬
、
又
原
板
に
「
い
な
冶
き
く
ト
ハ
ゐ
な
か
を
い
ふ
」
と
あ
り
、
是
も
い
な
敷
を
あ
や
ま
り

て
か
き
ね
て
い
だ
し
？
な
る
べ
し
」
（
一
三
オ

き
を
し
か
ト
ハ

た
冶
ず
む
事
を
い
ふ

は
つ
ご
な
に
こ
冶
ろ
か
う
ふ

O
き
を
鹿
の
き
文
字
ハ
、
護
語
と
て
、
た
ゾ
何
の
意
も
な
く
冠
ら
せ
て
い
ふ
な
り
、

は
や
は
つ
ご

早
き
事
に
ハ
あ
ら
ず
。
き
。
ハ
、
か
の
稜
語
に
て
、

を
じ
か

さ
を
し
か
ハ
牡
鹿
な
り
、

早
首
、
さ
わ
ら
ぴ

早
蕨
、

湯ゅうき？
？答i
と 2た

3 守
宅ゆ早さ
｝ノ＼

い h
1E吾由、

と！r.t
てど
知し L

た
ゾ
。

な
へ
。
わ
ら
び
。

と
い
ふ
こ
と
な
り

る
べ
し

た
冶
ず
む
事
に
ハ
あ
ら
ず
波
長
時
国
政
お
ね
伏
尽
ひ
し
か

ま
す
ら
を
ト
ハ

か
り
す
る
人
を
い
ふ
ま
す
ら
を
が
高
ま
ど
山
に
せ
め
く
れ
パ

け
ん
な
ん
そ
く
な
ん
じ
あ
て

O
ま
す
ら
を
ハ
。
健
男
。
速
男
の
字
を
当
し
も
た
ま
／
＼
見
ゆ
れ
ど
、

き
と
に
お
ち
く
る
む
き
、
ぴ
ぞ
こ
れ

ぢ
ゃ
う
ふ

お
は
く
ハ
丈
夫
と
書
て
、
す
ぐ
よ
か
に
た
げ
き
を
の
こ
を
い
ふ

-49-

か
り
す
る
人
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
、

こ
、
に
引
た
る
寄
ハ
、
そ
の
丈
夫
が
か
り
す
る
こ
と
を
よ
み
た
る
な
り

お
に
の
し
こ
草
ト
ハ

も
の
わ
す
れ
ぬ
事
を
い
ふ
、
此
草
を
う
ゑ
て
見
れ
パ
、
人
を
わ
す
れ
ぬ
と
ま
う
す
事
な
り

く
わ
ん
ざ
う
い
み
や
う
ぽ
う
い
う
さ
う
う
れ
わ
す

O
お
に
の
し
こ
草
に
雨
説
あ
り
、
一
説
ハ
萱
草
と
い
ふ
、
此
草
の
異
名
を
忘
憂
草
と
い
ひ
て
、
此
草
を
見
れ
パ
憂
ひ
を
忘
る
、
と
い
へ

あ
や
ま
し
る
か
し
を
ん

り
、
そ
れ
を
誤
り
て
、
物
わ
す
れ
ぬ
と
」
（
一
三
ウ
）
こ
冶
に
記
しλ
玖
、
一
説
ハ
紫
苑
な
り
と
い
ふ
、

ふ
る
こ
と
か
つ
ま
び
ら
か

人
を
わ
す
れ
ぬ
と
い
ふ
古
事
も
あ
る
敬
、
詳
な
ら
ず

此
草
に
つ
き
て
く
さ
片
＼
の
物

が
た
り
あ
れ
パ
、
も
し
そ
の
う
ち
に
、

岡
国
貞
享
元
年
子
三
月
吉
日
／
再
刻
天
保
二
年
辛
卯
孟
春
／
大
和
詞
羊
書
林
並
地
本
錦
織
問
丸
東
都
通
油
町

仙
窪
堂
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
」
（
一
四
オ


